












































































































肯定 ・大変そう思う　　14．3％・実施した1国公立548％・教育実習指導と同様29．9％ ・訪間指導の実施： 16．2％
f・少しそう思う　　26．2％ 私 立57．0％・負担のかからなレ噸囲43．7％・実施意識：r賛任上行つた方がよい』↓ ・あまりそう思わない40．5％ ・実施せず：国公立38．7％ （1～2時間程度） 国公立32．3％
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● 『社会違帯感」・ ［〉 ●社会的スキルの錬磨































































































1日目 2圓目 3日目 4日目 5目目聰竈蔓n・交流 自立浴介助・トル介助 特浴介助・作纂■法 ケアフ．ラン・痴呆1ルポ1’ 子イサーピス
〔体験時間〕 〔8：30～17：00〕 〔8：30～17：00〕 〔8：30～17：00〕 〔8：30～17＝00〕 ［8130～17：00〕
申し送り（蜆） 個別ケアブラン確認 個別ケアプラン確認 個別ケアプラン確認 個別ケアプラン確認 個別ケアブラン確認
ポータブ1レトイレ洗浄
聰境蔓n 居室整備，掃除 i 一 i ‘ベッドメイキング
洗濯物たたみ・配布
居室移送等 草いす移送 車いす移送 車いす移送 車いす移送 車いす移送
リハビリ手伝い 療育音楽…歌・手遊ぴ 作業療法・・竹㌧クラフトクラブ 作業療法一絵手紙クラプ 痴呆リハビリ…自己紹 機能リハピリ（ケアプラン），
事用音との交流 ホールでの会話 介，現実見当式訓練 レクリエーション，手芸クラプ
倉■介助 昼食：配謄 配謄，昼食介助（刻み食） 醐書，昼食介助（刻み食） 飲料のとろみ付け
間食：配謄・介助 うがい介助 うがい介助 聞食：配謄・介助 昼食・間食介助
トイレ介助 移乗行為の見学・実践 トイレ介助（一人で） トイレ介助（一人） トイレ介助（一人）， トイレ介助（一人）
おむつ交饒 一 おむつ交換の手伝い おむっ交換の手伝い おむつ交換，尿量テェック おむつ交換
入浴介助 ‘ 自立浴介助 特浴介助…着脱衣介助 ‘ i・着脱衣介助，ドライヤー 身体洗浄・洗髪，ドライヤー
デイサービス ・ 一 一 ■ 送迎，健康診断





1圓目 2日目 3圓目 4日目 5圓目〔体験時間〕 〔8：30～16：30〕 〔8：30～16：30〕 〔8：30～16：30〕 〔8：30～16：30〕 〔8：30～16：30〕
珊境蔓o 掃除（廊下） 掃除（廊下・トイレ） 掃除（廊下・トイレ） 掃除（トイレ） 掃除（廊下・トイレ）
洗濯物・おむつたたみ 洗濯物・おむつたたみ おむつたたみ・ジツ交換 洗濯物・おむつたたみ 洗濯物・おむつたたみ
居室彰送箏 車いす移送 車いす移送・散歩 章いす移送 車いす移送 車いす移送
リハビリ手伝い リハビリ体躁，会話 リハビリ体躁，会話 リハビリ体操，会話 リハビリ体躁，会話 リハビリ体操，会話
孕用唐との交流 レクリエーション レクリエーション 書道の準備・手伝い レクリエーション レクリエーション
倉■介助 配謄，食器洗い 配謄，手の消毒， 牛乳の配付と片づけ 牛乳の配付と介助 食器洗い．片づけ
エプロンつけ，食器洗い 食器洗い，片づけ
おむつ交い 見　学 見　学 見　学 見　学 見　学
入浴介助 見　学 一 ■ 一 i





18目 2圓目 3E1目 4　目目 5圓目一胆デイサービス 介竈保饒デイサービス 一人■らしの＾い 介8保饒デイサーピス ホームヘルパー真晋
〔体験時間〕 〔8：15～16：30〕 〔8：15～16：00〕 〔8115～15130〕 〔8：15～16：00〕 〔8：15～16＝30〕
朝　　礼 今目の体験内容・ 今目の体験内容・ 今目の体験内容・ 今日の体験内容・ 今日の体験内容・
指導担当者の確認 指導担当者の確認 指導担当者の確認 指導担当者の確認 指導担当者の確認
阜　　o リハビリ材料準備 机・いすの準備 エプロン・昼食材料準備 机・いすの準傭 【1件圓：家事擾助】
送迎・移u等 バスでの送迎 車での送迎（2回） 公民館へ移動 車での送迎（1回） 料理（みそ汁・煮物）
【2件日：家事擾助】
聰幻■o デ お茶・こたつ準備 デ 一 食器洗い・調理室掃除 デ ’ 掃除・会話
【3件日：家軸助】
杉送介助等 イ 一 イ 車いすの補助 ’ イ 車いすの補助 料理（みそ汁・煮物）
買物・会諮・給油
c竈診饒 サ 血圧測定（記録） サ 体温・脈拍測定見学 一 サ 体温・脈拍測定見学 【4件目：撒】
料理（卵とじ）・会話
リハピリ手伝い 1リハビリ体躁，歌 1リハビリ体操，ゲ→ 数え歌体操，柔軟体操 一 リハビリ体操，歌， 掃除・洗濯
事用音との交売 かご・マフラー作り パス“ル，グランドゴル7 壁掛け作り，会話 拾投げ，パズル， ポータブルトイレの更新
ビ ビ ビ 【5件日：家軸助】
倉■介助 間食の準備 間食の準備 寿司，あさり汁等の準備 間食の準備 料理（妙め煮・おひ
ス ス ス たし・サラグ）・会話
トイレ介助 ・ i 一 ■ 【6件日：撒】料理（煮物）・会話
入浴介助 ・ 着脱衣・シャワー介助 特浴介助…着脱衣介助 一 入浴介助






1回目 2日目 3日目 4圓目 5日目〔体験時間〕 〔8＝30～14；30〕 〔13：30～20：15〕 〔13：30～19：30〕 〔13：30～19：30〕 〔8：30～15：30〕
午　前 オリエンテーション 掃除（部屋・玄関等）
女子寮の掃除・片づけ シーツの洗濯・干す
幼稚園へお迎え 幼稚園へお迎え 幼稚園の参饒同（同行） 洗濯物たたみ，アイロン 布団にシーツを縫い
午　む 幼児の着替え介助 幼児の着替え介助 風邪の子どもの看病 つける作業
洗酒物たたみ 洗濯物たたみ 子どもとの交流（遊ぴ） 幼児との交流（遊ぴ）
子どもとの交流（遊ぴ） 子どもとの交流（遊ぴ） 庭掃除










年 2月 『介竈等体噴認定審査」申込 【レポート課題】
レポート提出 （1）教員志望の動機，（2）白らがめざす理想的な教師像
次
3月 介竈等体噴認定審査 「介護等体験規程」に従って審査，認定者発表（4月）
4月 ○「介護等体験」正式申込〔学生→大学〕
；鐙鎧鷹籔鏑鰐饗歎瓢臨鰍学⇔県教委〕
5月 第2回：オリエンテーション 介護等体験の目的・心得，年間スケジュールについて
◆［嚢蚕肇亟コ体験申込（名簿・健康診断証明書）／受入決定通知〔大学⇔県教委〕
第3回：専門記師による引暗「知的障害児理解のために」
◆［養麺コ事前打ち合わせ（訪悶）〔大学⇔養護学校〕
第4回：オリエンテーション 準備と心得，交通手段等の確認
6月 第5回：先竈による体験記話グループ別ディスカッション 先輩を囲んだ質間会
2
介竈等体験 讐護学校2目聞 （6月～9月実施）
レポート提出 【レポート諫圏】「誕生寺養護学校の体験を省みて」
7月 第6回：オリエンテーション 杜会福祉施設等での「介護等体験申込書」記載指導
年
9月 会一 参加申込／受入決定通知〔大学⇔県杜会福祉協議会〕
1月 第7回：専門記師による記話　「現むの実態と体験生としての心得」
第8回：■門記帥二よる実技指導…草いす，着脱衣． トイレ，入浴等の介助方法
次 社会一祉応設等 事前打ち合わせ〔大学⇔各受入れ施設〕
第9回：オリエンテーション 杜会福祉施設等での体験心得・留意事項
施設側事前オリエンテーション受講に関する指導
2月 グループ別打ち合わせ 施設側オリエンテーションの目時確認，交通手段検討
レポート提出 〔学生⇔各受入れ施設〕
【レポート諫圏】「介護等体験にのぞむ心構えと目標」
第10回：受入れ施設での事前オリエンテーション
介竈等体饒 社会福祉施設等5圓間 （2月～3月実施）
3月
レポート提出 【レポート諫圏】r介護等体験を終えて」等
製本冊子r介護等体験の記録」を受入れ施設等へ送付
一89一
校における介護等体験学生受け入れ態勢と実施上の課
註および参考文献 題」『上越教育大学研究紀要』第18巻第2号，1999年，
PP．459－469
1）田中眞紀子議員：衆議院文教委員会における介護等体験 19）笠原芳隆・大野由三「社会福祉施設における介護等体験
特例法案の提出理由（平成9年5月28日） 学生の状況と実施上の課題」『上越教育大学研究紀要』
2）中央教育審議会： 「21世紀を展望した我が国の教育の在 第19巻第2号，2000年，pp．675－685
り方について」（平成8年6月18日） 20）近藤弘「社会福祉施設・養護学校等に対する介護等体験
3）教育職員養成審議会： 「新たな時代に向けた教員養成の に関する調査」，黒澤英典代表『教育実習及び介護等体
改善方策について〔第1次答申〕」（平成9年7月28日） 験の教育的意義と内容方法に関する総合的調査研究』
4）中学校免許： 「教科専門科目」40単位→20単位へ，「教 （課題番号10610278），平成10－11年度科学研究補助金
職科目」19単位→31単位へ （基盤研究C［1コ）研究成果報告書，2000年，pp．67－72
5）6）関川悦雄・羽田積男「教員養成をめぐる最近の動向 21）文部科学省高等教育局専門教育課「今後の国立の教員養
と課題一教免法の改正と介護等体験の実施を中心に一 成系大学学部の在り方について一国立の教員養成系大学
『関東教育学会紀要』第25巻，1998年，pp．49－63 学部の在り方に関する懇談会」，平成13年11月22日
7）鈴木庸裕「教員養成における「介護等体験」に関する実 22）佐藤嘉晃・藤田主一・和田美知子「「介護等体験」実習
施状況一国立教員養成系大学・学部へのアンケート調査 に関する教育心理学的研究一教職課程履修学生による実
報告一」『福島大学教育実践研究紀要』第35号，1998年， 習後調査に基づいて」『城西大学女子短期大学部紀要』
PP．71■78 第17巻第1号，2000年，pp．37－54
8）㌧筒井のり子「介護等の体験について考える」，社会福祉 23）佐伯畔「「わかる」ということの意味［新版］」岩波書店，
法人大阪ボランティア協会『月刊ボランティア』No．333， 1995年，PP．191－214
1998年 24）宮腰誠「子どもが「やる気」を起こすとき」，佐伯絆・
9）前掲7） 汐見稔幸・佐藤学編『学校の再生をめざして2』東京大
1O）望月重信「大学に対する介護等体験に関する調査（大学 学出版会，1992年，pp．1－23
教員・事務担当者）」，黒澤英典代表『教育実習及び介護 25）笠原芳隆代表『教員養成大学における介護等体験に係る
等体験の教育的意義と内容方法に関する総合的調査研 カリキュラムの編成に関する基礎的研究』（課題番号
究』（課題番号10610278），平成10－11年度科学研究補助11710140），平成11－12年度科学研究補助金（奨励研究
金（基盤研究C［1］）研究成果報告書，2000年， A）研究成果報告書，2001年，pp．13－19
PP．61－66 26）狩野素朗編『対人行動と集団』ナカニシヤ出版，1995年，
11）国立大学の場合は6割が障害児教育担当者であるが（鈴 PP．45－58
木1998），外部から専門講師を招へいした国公私立大学27）前掲7）
は5．3％（望月ら2000）に過ぎなかった。 （2002年12月1日受理）
12）13）文部省教育助成局教職員課長前川喜平「介護等体験
の円滑な実施について（依頼）」，文教教第10の1号，平
成12年12月14日
14）現代教師養成研究会『教師をめざす人の介護等体験ハン
ドブック』大修館書店，1999年，pp．18－23
岡佐智子編『教職必携 介護等体験ノート』相川書房，
2000年，PP．2－7
齋藤友介・坂野純子ほか『チャレンジ介護等体験一共生
時代における障害理解のエッセンス』ナカニシヤ出版，
2002年，PP．2－4
15）前掲7）
16）前掲10）
17）菊池章夫『また思いやりを科学する』川島書店，1998年，
PP．185‘207
18）笠原芳隆・大野由三・安藤隆男・河合康「特殊教育諸学
一90一
